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要  旨 
現在，我が国では動画撮影機能を搭載した携帯電話が普及しているが，その利
用法は私的な記録等に限られている．しかし，これらの機能を用いる事で，新た
なコミュニケーションコンセプトを持つ多人数参加型インタラクティブコンテン
ツの制作が可能になるのではないか．このような，動画撮影機能を搭載する携帯
電話，携帯通信端末が可能とする新たなコンテンツやエンターテイメントを開拓
し実現することが今後コンテンツ立国を目指す我が国にとって重要である．  
そこで本研究では，動画撮影機能を搭載した携帯電話の特性を生かした新たな
コンテンツを提案することを目的とし，携帯電話の動画撮影機能を利用した多人
数参加型インタラクティブコンテンツ「BusyWall online」を制作した．  
制作にあたり，まず携帯電話を利用したインタラクティブコンテンツの調査を
行った．結果として現在の携帯電話技術とインターネット技術を利用すれば，不
特定多数の参加者が撮影，投稿した動画像をデータベースサーバに蓄積し，それ
らを素材として新たな画像を生成することが可能であり，蓄積した動画像を特定
の条件に従って配置，再生することも可能であることがわかった．  
「BusyWall online」では動画像を，それらの色情報に基づき，タイル状に複数
個配置して同時再生する．これを BusyImage と呼ぶ．これは近くから見ると独
立した複数の動画像だが，遠くから見るとひとつの絵のように見える．
BusyImage はあらかじめ指定した静止画像や，参加者が投稿した静止画像をベー
ス画像とし，それを，データベースに蓄積した動画像の配列によって再構成する
ものであり，誰も BusyImage の全体像を決定することはできない．  
さらに，本研究では BusyImage をベース画像の持つ色情報と，データベースに
蓄積した動画像群の代表色とを比較することで決定する「動画像再生リスト」に
基づき生成する．システム稼動中に BusyImage の一部として最適な動画像が投
稿されると，BusyImage を構成する動画像群の一部が更新される．そのため参加
者は自らの投稿で刻々と変化していく BusyImage を楽しむことができる．
「BusyWall online」はこの BusyImage をスクリーンや壁面等に投影するインス
タレーションである．不特定多数の参加者が静止画像や動画像を投稿し，
BusyImage を描く過程は彼らによるコラボレーションであり，「 BusyWall 
online」は携帯電話の動画撮影機能を生かしたコンセプトを持つ多人数参加型イ
ンタラクティブコンテンツである．  
 
